
只
今
プ
ラ
ジ
ル
、
ボ
リ
ピ
ア
、
パ

ラ
グ
ワ
イ
ヘ
の
移
住
君
を
募
集
中
で

す
。
何
れ
も
身
心
健
全
な
殷
業
者
で

要
件
は
次
の
通
り
で
す
。
詳
し
い
こ

と
は
役
場
へ
問
合
せ
て
下
さ
い
。

尚
近
く
幻
灯
等
を
借
入
れ
夜
間
を

利
用
し
て
座
談
会
を
行
う
予
定
で

す
。
希
望
者
の
多
い
処
は
連
絡
下

、。
さ
し

一
、
プ
ラ
ジ
ル
国
コ
ー
ヒ
ー
園
屈
用
呼

寄
移
住
。

斎
外
砂
住
危

員

勺

皐

昭
和
三
十
三
年
度
赤
十
字
運
動
は

五
月
一
日
よ
り
殷
開
い
た
し
ま
し
た

が
、
栢
年
村
民
各
位
の
深
い
御
迎
解

と
‘
御
協
力
に
よ
っ
て
目
標
額
oJ
逹

成
完
遂
で
き
ま
す
こ
と
に
感
謝
い
た

し
て
お
り
ま
す
。
本
逃
幽
期
間
は
五

月
末
ま
で
で
あ
り
、
ま
す
が
、
こ
の
間

に
目
標
額
四
万
五
千
円
の
達
成
に
つ

い
て
は
、
社
員
増
募
社
賛
及
び
特
別

社
員
に
よ
る
寄
附
金
に
よ
っ
て
達
成

ず
る
こ
と
が
主
と
な
っ
て
お
り
ま
す

赤
十
宅
祉
の
活
臨
を
増
進
す
る
た
め

に
は
ど
う
し
て
も
社
員
培
券
に
よ
る

社
毀
の
増
大
が
必
要
で
あ
り
｀
是
非

社
員
の
増
募
が
主
要
と
な
り
ま
す
の
で

何
卒
社
員
応
募
方
御
願
い
致
し
ま
す
。

新
社
員
｀
既
社
員
と
も
に
社
践
納
入

期
日
は
五
月
末
ま
で
ゞ
あ
り
ま
す
。
新

社
員
は
年
三

0
0
円
拠
出
一

0
回
納
入

で
あ
り
特
別
社
員
と
な
る
方
は
一
―

loo

0
円
以
上
一
回
限
Q
と
な
つ
て
お
り
ま

す
。
本
年
度
社
員
増
募
目
榛
数
は
三
〇

名
、
特
別
社
員
増
婆
目
標
数
は
三
名
以

上
ど
う
か
御
協
力
方
お
願
い
致
し
ま
す

°
 1

世
帯
構
成
は
夫
婦
を
中
心
に
働
け

る
人
が

i

i

一
人
以
上

2
-
―-
l
四
年
瘍
わ
れ
て
資
本
を
蓄
積

し
独
自
営
晟
と
な
る

3
時
期
は
六
月
よ
り
鋸
月
（
当
分
）

4
携
行
資
金
三
万
円
以
上

5
渡
航
貨
は
全
額
貸
付
年
五
分
五
瓜

十
二
年
払

二
、
ボ
リ
ビ
ア
逗
自
営
開
拓
移
住

1
世
帯
構
成
は
二
人
以
上

2
戸
数
一

0
0世
帯

3
時
期
七
月
及
九
月

4
拐
行
資
金
一
八
万
以
上

5
土
地
配
分

日

赤

肱

川

村

分

区

長

赤

十

字

達

動

の

実

廂

に

/` 
員瀬

;iご―

い

て

発行

肱川村役場

l 9 6 8.5.2 0 

編集

肱川村教育委員会

1
 

，
 

＇ 

＇』，こ）

廿
一
日

十
八
日

十
九

H
七
日

1
 十

六
日

十
五
日

十
四
日

四
月
十
一
日

一
戸
当
五

0
町
歩

6
渡

航

毀

．

同
前

三
、
パ
ラ
グ
ワ
イ
国
自
営
開
拓
者

ー
／
骨
構
成
三
人
以
上

2
戸
数
一
五

0
戸

3
携
行
資
金
―
―

lo万
円
以
上

4
他
に
地
代
二
十
五
町
当
一
四
万
円

6
渡

航

費

固

前

地
方
自
治
法
の
改
正
に
伴
い
、
町
村

の
選
挙
裕
狸
委
員
の
数
三
名
が
四
名
に

増
員
と
な
っ
た
の
で
、
去
る
四
月
二
十

八
日
臨
時
村
議
会
を
開
い
て
、
選
挙
OJ

結
果
、
和
気
鶴
吉
氏
が
送
任
さ
れ
た
。

ボ
戸
の
出
裏
裏
ー

思
雹
祭
執
行

衆
脳
院
解
散

肱
川
村
殷
業
協
同
組
合

第
十
回
通
常
総
芸
開
催

天
皇
誕
生
日

衆
議
院
選
挙
告
示

憲
法
記
念
日

こ

ど

も

の

日

/

教
肖
委
員
会
開
催

衆
議
院
議
員
選
挙
高
橋

英
吉
候
補
の
個
人
演
説

会
を
開
く

道
路
愛
護
週
間
行
事
村

内
県
道
の
一
斉
補
修
を

行
う

八
直
栗
製
テ
竺
工
場
の
操

業
開
始

磁
野
尾
故
極
車
兵
長
大

久
保
造
君
の
英
癌
茄
遠

清
水
廷
設
従
業
員
の
レ

ン

ト

ゲ

ン

検

診

（

一

、

苗

い

も

ち

病

久
松
愛
媛
県
知
事
鹿
ノ
一
本
年
は
早
植
裁
培
地
に
お
い
て
例

川
ダ
ム
祝
察
の
た
め
来
年
よ
り
一
四
日
早
く
発
生
し
て
い

村

ま

す

。

六

月

に

バ

レ

イ

ジ

ョ

の

疫

．

大

谷

地

区

故

老

会

開

催

病

が

特

に

多

発

す

る

よ

う

な

天

候

大
西
愛
媛
県
教
育
長
来
の
場
合
は
い
も
ち
店
も
多
い
の
で

村

早

目

に

見

つ

け

て

防

除

し

て

下

さ

森

部

落

公

会

堂

落

成

い

。

新
任
愛
媛
電
気
通
信
部
二
、
害
虫

長

初

巡

視

の

た

め

来

村

め

い

虫

は

咋

年

よ

り

七

日

位

早

く

新

任

八

幡

浜

耕

地

事

務

発

生

し

て

い

ま

す

。

所

長

来

村

つ

ま

ぐ

る

よ

こ

ば

い

は

平

年

並

の

養

蚕

組

合

総

会

を

開

く

発

生

の

見

込

で

す

。

沼
田
大
洲
市
長
一
行
鹿

ノ
川
ダ
ム
視
祭
の
た
め

来
村

金
環
食

村
常
会
を
開
く
．

ダ
ム
仮
排
水
路
締
切
り

選
挙
管
理
委
員
に

和

気

鶴

吉

氏

を

選

挙

` ！ Sで`

,( 
rへ、

みi.
ド
扇
、
元
咀

（
 

フ
i

オ
ー

次
日
手
ふ
心
心

九
日

八
日

廿
九
日

五
月
一
日

三
日

五
日

六
日

廿
四
日

廿
五
日

廿
八
日

I:f 

貨‘追ーりに誌← ら で ば ア J・しうのの｀とて HIJ -

のまうたも穎地も日 1・し｀らのたで利よ Jヽ ｀こか中
またもひで‘る域併本ま少‘諸阪ぁ器うエ中らら共
る薬の間辿中と用 -C すし威地大りとにや共れ部に
批剤一違想共のすは゜も虫域のまもハ蚊でた迫ハ
にも兎つ的よ中る→ 発にで森すいエのは‘さエ
な大をてなり間と環 生対マ下°うや発‘伝れや
ら量得畠効も型い．境 源すラ博ーペ蚊生 も 染 ま 蚊
なにす‘県‘とう的 対るリ士方きを源つ病しが
い使←半が楽も現駆 策薬アは東殺減をば研たい
とえで端あ剤い状除 は剤の‘南虫ら除ら究がな

＾もな‘にるた＇ぇで←．．．しの撲フア剤す去ー所‘く
限い塚な，（まけまあに て徹滅イジはのす域の現な

裂りと塩れずにすり重 い底にリア殆に
面まい的はで加が‘！は なし成ツ地ど成
にせわ駆そゐる‘［ドを いた功ピ区使功
つんけ除れりフ環共翁 0_)撒しンの用し
ゞ゜でにこ庄イ燒とい だ布たな会した
< ‘徹そすリ的東て とにのど絨ての

貨 l氏—寸〇、；；駆面-, 語よは東にいで

直も二しピ除ア殺 つる｀南出な‘
なせ鬼かンだジ虫 てももア席ぃ又

交通事故防止 l 経 ず を し よ け ア 剤 おのつジさそ明
ー・ — - -•~- ----•一--- ----・・-----―-------... ----← - ----_- ---―ー・—---

交通事故と言えは必らず目勁車が悪いと大部分の人が思つていますが決してそうでは

ありません。道路を歩く人や即転車に乗つている人が不注謡のため事故を起こすのが殆 ℃》く[-
どであります。交遥規則を一人一人が守九はおそるしい喜ぷ故は起きません。 ¥.. 

7¥/ 

皆様と習祭の力を合せて交通事故な防ぎましよう。 — 1 

澄叡侵疇殻塗羹灼賽噂

詈亨いら
罰応攣賽鱈褒噂鴨怠

青少年の不良化
防止忙ついて

環

遵

衛

主

＼ T，，0 

I l’. 

世の中が落看くに従つているいるの犯罪は

年々へつておりますが、青少年の犯罪行為は

反対に増加しています鬱箸祭では肯少年化不

艮化防止と補導には最も力を入訊ているのて

ありますが 家底の皆椋のご協力がないと充

分成果を期待することができません 皆様の

ご協力を特にお願いしてど（D子も立源に大人

への仲間入りをさせたいと思います。

＼
 

ヽ

;', 



999,‘9ふ^”

人

L

ー

i
ー
ー
、
＼
、
目
に
も
、
は
だ
に
も
、
心
に
も
す
が

口

動

熊

す

が

し

い

日

が

多

く

な

っ

た

。

＝
―
-
四
、

i

―
1
0
現
在
五
月
晴
の
生
を
新
緑
と
共
に
眺
め
る

．
の
は
快
よ
い
も
の
だ
が
、
f
1

今
年
は
選
挙
＿
‘

恒
明
で
何
と
な
く
落
着
か
な
い
。

亮
介
＇
．
選
挙
と
言
え
は
、
口
ぐ
せ
の
ょ
う
に

裕
子
、
公
明
選
挙
を
唱
え
屯
棄
樅
防
止
を
さ
け

伊
津
子
．
る
た
め
心
を
く
ば
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

二

雄

．

と

言

う

こ

と

は

f

ま
だ
ま
だ
不
明
朗

三
雄
．
、
な
票
の
取
引
が
多
く
、
民
主
政
治
の
基

朋
子
・
本
的
な
投
票
を
放
棄
す
る
人
の
多
い
こ

利
明
｀
と
を
裂
付
け
る
も
の
で
あ
る
。

俊
二
、
明
る
い
政
ぽ
を
期
待
す
る
た
め
に

6

奏
．
是
が
非
で
も
明
る
い
選
挙
を
し
た
い
し

皐

「

し

か

も
7

一
人
で
も
棄
樅
す
る
人
の
な

子
｀
い
よ
う
し
た
い
も
の
だ
と
思
ぅ
0

,

テ
金
銭
、
梅
ヵ
、
暴
力
、
情
実
に
煩
ゎ

癸
．
言
籾
ず
、
．
一
人
々
々
の
有
権
者
が
、
真

実
目
分
の
意
志
で
候
補
者
を
決
定
し
て

投
票
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。
．

股
村
な
ど
浮
動
票
が
多
い
と
、
あ
の

手
こ
の
手
で
誘
恐
も
多
い
の
で
充
分
に

気
を
つ
け
た
い
。

又
、
采
肱
率
の
謁
い
姉
人
層
の
自
党

に
も
大
い
に
期
往
し
た
い
も
い
だ
。

安

.

.

4

嗚
，
＾

修
涅
の
費
用
応
p
}
k
k
)
貫
以
下
五
0
禽
曇
翁
帯
密
陶
⑮
帯
⑮
舎
舎
翁
⑮
密
翁
會
‘
‘

全
国
的
に
有
名
な
環
境
術
生
モ
デ
ル

⑲
 

一
十
六
貫
以
上
の
も
の
六
0
0

円

密

、

新

品

と

同

じ

ょ

う

に

＼

り

ま

す

。

翁

戸

璽

重

信

⑨

ん

見
五
ナ
餡
町
の
隣
り
村
で
あ
る
本
村
円
「
一

も
今
年
こ
そ
は
環
境
須
荏
哭
践
に
努
力
で

灯
乙
四
，
・
・

f

[

0

出

生

..」急

し

た

誓

試

い

ま

ず

，

．

9

ー

4

.

9

舎

i

広

常

西

中

亨

い

苗

を

作

る

こ

っ

富

⑮

◎

置

嗚

⑮

翁

密

翁

密

密

翁

鬱

翁

密

一

ン

正
し
い
知
職
の
習
得
に
っ
と
竺
深
．

滑

水

建

設

柴

ー

ロ

、

ま

ず

ウ

ヌ

迄

キ

（

口

．

‘

:

乞

上

大

和

兵

（
 

ぷ
認
織
を
も
、
つ
て
努
力
を
継
続
す
れ
ば
ャ

坪

あ

た

り

二

合

ー

か

ら

汎

｝

椎

茸

の

今

月

の

主

な

管

理

＇

一

必

ず

輝

か

し

い

成

果

を

挙

げ

る

こ

と

が

ビ

て

い

た

椎

茸

も

大

体

終

了

し

た

事

と

思

い

ま

久

保

大

再
三
の
雨
で
最
近
ま
で
発
生
し

f

．む

一
出
来
ま
＇
す
。
た
ゆ
み
な
き
努
力
と
協
力
，
そ
五
合
）
＇
塚

ゾ一
2q
め
ボ
ン
を
す
る
（
芽
す
。
採
取
後
の
杓
木
は
風
通
レ
、
日
蔭
の
調
整
を
す
る
今
月
の
中
下
句
よ
り
冷

II

今

を
お
願
い
し
ま
す
。

隻

鬱

r

i

の
大
き
さ
が
二
分
位
の
梅
雨
期
と
な
る
の
で
｀
湿
気
の
多
い
所
は
水
檜
に
な
ら
な
い
様
特
に
気
を
付
け
”
今

一

び
た
と
菱
ニ
ー
三
日
る
専
？
尚
此
の
春
概
時
の
寝
込
み
の
中
の
木
は
気
温
が
大
分
高
く
な
る
の
で
日
清
水
建
設
松

結

核

回

復

後

保

設

施

設

の

設

置

ピ

ぷ

矛

'
i

お

よ

び

入

所

者

の

券

集

に

つ

い

て

く

．

め

ぼ

し

す

る

）

．

蔭

の

調

整

に

気

を

付

け

て

下

さ

い

。

特

に

品

葉

榔

下

の

陽

当

り

の

よ

す

ぎ

る

所

小

ャ

プ

上

3

消

毒

几

い

行

で

は

、

笠

木

を

掛

け

て

直

射

日

光

の

当

ら

ぬ

椋

に

す

る

事

。

下

草

が

伸

び

て

来

中

居

谷

中

下

敷

水

岱

椎

0

イ
モ
え
ゴ
マ
ハ
ガ
ま
す
か
ら
常
に
刈
り
取
つ
て
風
通
し
の
良
い
様
に
し
て
下
さ
い
。

新

居

浜

市

に

標

記

胞

設

が

近

く

元

成

誓

后

し
、
六
月
開
設
の
運
び
で
あ
る
が
f

'

本

レ

に

は

、

田

植

一

週

信

木

を

並

棟

み

に

し

て

い

る

人

は

梅

雨

期

ま

で

に

必

デ

井

桁

積

み

等

に

積

替

．

椎

小

畑

井

城

セ
レ
サ
ソ
石
炭
三
匁
（
え
て
過
湿
の
害
を
防
ぎ
ま
し
よ
う
。

施

設

は

結

核

回

仮

者

を

一

定

期

間

収

容

間

前

に
r

し
f

}

追

切

な

医

学

的

管

連

の

下

に

必

要

坪

あ

た

り

）

な

く

＿

汗

生

亀

社

職

菜

訓

椋

と

生

活

指

遮

を

行

尺

詰

各

ン

カ

、

二

化

メ

イ

臭

ァ

ヲ

ム

一

む

林

班

界

の

椋

柱

建

立

に

つ

い

て

哨
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設

江

ン
に
は
、

B
H
C
紛
剤
（
三
％
）
犀
に
於
て
は
、
林
班
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標
柱
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近
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こ
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と
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川
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又
心
マ
ラ
ソ
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g
五
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半
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。

肱

栄
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す
る
こ
と
を
出
的
と
す
る
も
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で
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の
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の
で
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柱
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右
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祈
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築
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り
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立
忠
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皆
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ん
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迷
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切
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．
ゃ
で
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所
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坦
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岬
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。
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付
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／
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＇
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＇
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伐
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1
0
0
倍
を
上
中
旬
に
か
｛
可
の
申
請
期
間
竺
六
月
一
日
よ
り
六
月
三
十
日
ま
で
す
。
伐
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又
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介
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伐
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古
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此
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。
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